
官

庁

報

告

氏

名

（
生
年
月
日
）
旅
券
申
請
上
の

住
所

返

納

す

べ

き

旅

券

返

納

理

由

旅
券
番
号（
発
行
年
月
日
）

名
義
人

平

雅
一

（
昭
和
三
十

三
年
六
月
二

十
八
日
）

東
京
都
葛
飾
区

Ｔ
Ｈ
五
三
四
七
二
八
一

（
平
成
二
十
年
二
月
十
九

日
）

平

雅
一

平
成
二
十
五
年
一
月
四
日
、

東
京
簡
易
裁
判
所
か
ら
電
磁

的
公
正
証
書
原
本
不
実
記

録
・
同
供
用
事
件
の
被
疑
者

と
し
て
逮
捕
状
が
発
付
さ
れ

た
。

堤

秀
樹

（
昭
和
四
十

八
年
七
月
二

十
五
日
）

埼
玉
県
川
口
市

Ｔ
Ｈ
〇
二
八
一
八
六
〇

（
平
成
十
八
年
四
月
十
九

日
）

堤

秀
樹

平
成
二
十
四
年
十
二
月
四

日
、
東
京
簡
易
裁
判
所
か
ら

電
磁
的
公
正
証
書
原
本
不
実

記
録
・
同
供
用
事
件
の
被
疑

者
と
し
て
逮
捕
状
が
発
付
さ

れ
た
。

平成™œ年™月Ÿ日 金曜日 第œ Ÿ™号官 報

官

庁

事

項

産

業

日
本
工
業
規
格

日
本
工
業
標
準
調
査
会
の
調
査
審
議
を
経
て
、
平
成
2
4

年
２
月
８
日
に
下
記
の
日
本
工
業
規
格
を
改
正
し
た
の

で
、
工
業
標
準
化
法
（
昭
和

2
4年
法
律
第

1
8
5号
）
第

1
6

条
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成

2
5
年
２
月
８
日国
土
交
通
大
臣
太
田
昭
宏

記
確
認
さ
れ
た
日
本
工
業
規
格

船
用
一
般
チ
ェ
ー
ン

Ｆ
2
1
0
6

船
用
分
離
板
形
油
清
浄
機
陸
上
試
験

方
法

Ｆ
6
6
0
1

船
舶
湿
式
排
気
シ
ス
テ
ム
用
ゴ
ム
及

び
樹
脂
ホ
ー
ス

Ｆ
7
1
5
2

船
用
排
ガ
ス
管
用
鋼
製
管
フ
ラ
ン
ジ

Ｆ
7
8
0
5

公

聴

会

一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の
変
更
の
認
可
に
係
る
公
聴
会
の
開

催
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
通
商
産
業
省

令
第
九
十
七
号
）第
百
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

件
名
、
公
聴
会
の
期
日
及
び
場
所
並
び
に
事
案
の
要
旨
を

次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
八
日

北
海
道
経
済
産
業
局
長

増
山

壽
一

一

件
名

苫
小
牧
ガ
ス
株
式
会
社
申
請
の
一
般
ガ
ス
供

給
約
款
の
変
更
の
認
可
に
係
る
公
聴
会

二

期
日

平
成
二
十
五
年
三
月
六
日

午
後
二
時
か
ら

三

場
所

苫
小
牧
市
民
会
館

二
階

二
百
五
号
室

（
苫
小
牧
市
旭
町
三
丁
目
二
番
二
号
）

四

事
案
の
要
旨

１

苫
小
牧
ガ
ス
株
式
会
社
の
一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の

変
更
（
平
成
二
十
四
年
三
月
十
六
日
付
で
ガ
ス
事
業

法
に
基
づ
き
認
可
を
受
け
た
一
般
ガ
ス
供
給
約
款
料

金
を
据
え
置
く
）。

２

詳
細
は
、
北
海
道
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
部
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
課
電
気
・
ガ
ス
事
業

室
（
札
幌
市
北
区
北
八
条
西
二
丁
目
一
番
一
号

札

幌
第
一
合
同
庁
舎
）及
び
苫
小
牧
ガ
ス
株
式
会
社（
苫

小
牧
市
末
広
町
二
丁
目
十
番
一
九
号
）
に
お
い
て
閲

覧
に
供
す
る
。

五

そ
の
他

１

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者

は
、
別
記
様
式
に
よ
り
、
住
所
（
郵
便
番
号
及
び
電

話
が
あ
る
場
合
は
電
話
番
号
を
付
記
す
る
こ
と
。）、

氏
名
（
ふ
り
が
な
を
付
す
こ
と
。）、
職
業
（
団
体
又

は
企
業
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
所
在
地
及
び
代

表
者
の
氏
名
並
び
に
そ
の
団
体
又
は
企
業
を
代
表
し

て
意
見
を
陳
述
す
る
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
を
付
す

こ
と
。）及
び
職
名
）
及
び
意
見
の
概
要
を
記
載
し
た

北
海
道
経
済
産
業
局
長
あ
て
の
意
見
陳
述
届
出
書

（
一
人
一
通
に
限
る
。）を
作
成
し
、封
筒
の
表
に「
苫

小
牧
ガ
ス
株
式
会
社
関
係
公
聴
会
陳
述
希
望
」
と
記

載
し
て
、
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
日
ま
で
に
、
北

海
道
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
環
境
課
電
気
・
ガ
ス
事
業
室
（
郵
便
番
号

〇
六
〇
e

〇
八
〇
八

札
幌
市
北
区
北
八
条
西
二
丁

目
一
番
一
号

札
幌
第
一
合
同
庁
舎
）
に
到
達
す
る

よ
う
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、
意
見
陳
述
の
届
出
が

多
数
の
場
合
は
、
北
海
道
経
済
産
業
局
長
が
意
見
を

述
べ
る
こ
と
の
で
き
る
者
を
指
定
の
上
、
そ
の
旨
を

届
出
者
あ
て
通
知
す
る
。

２

傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
郵
便
往
復
は
が
き
（
住

所
、
氏
名
及
び
「
苫
小
牧
ガ
ス
株
式
会
社
関
係
公
聴

会
傍
聴
希
望
」
の
旨
並
び
に
返
信
用
は
が
き
の
あ
て

先
を
必
ず
明
記
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
人
一
通
に

限
る
。）に
よ
り
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
日
ま
で

に
、
北
海
道
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
課
電
気
・
ガ
ス
事
業
室
（
郵

便
番
号
〇
六
〇
e

〇
八
〇
八

札
幌
市
北
区
北
八
条

西
二
丁
目
一
番
一
号

札
幌
第
一
合
同
庁
舎
）
に
到

達
す
る
よ
う
申
し
込
む
こ
と
。
な
お
、
傍
聴
申
込
み

が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
傍
聴
者
を
指
定
の

上
、
そ
の
旨
を
申
込
者
あ
て
通
知
す
る
。

３

公
聴
会
が
前
記
第
二
号
の
期
日
中
に
終
了
し
な
い

と
き
は
、
翌
日
以
降
も
続
行
す
る
。

４

期
日
ま
で
に
意
見
陳
述
届
出
書
の
提
出
が
な
い
場

合
は
、
公
聴
会
は
開
催
し
な
い
も
の
と
す
る
。

様
式

意
見
陳
述
届
出
書

北
海
道
経
済
産
業
局
長
殿

届
出
者
氏
名

（
ふ
り
が
な
）（
郵
便
番
号
）

住
所
（
電
話
番
号
）

職
業

苫
小
牧
ガ
ス
株
式
会
社
申
請
の
一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の

変
更
の
認
可
に
係
る
公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
た

い
の
で
、
次
の
と
お
り
意
見
の
概
要
を
付
し
て
届
け
出
ま

す
。

（
意
見
の
概
要
）

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
CEEB

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
@DDA備

考１
届
出
書
の
用
紙
の
大
き
さ
は
、
で
き
る
限
り
日

本
工
業
規
格
Ａ
４
縦
（
横
書
き
）
と
す
る
こ
と
。

２
意
見
の
概
要
は
、
で
き
る
限
り
所
定
の
欄
に
記

載
す
る
こ
と
と
し
、
意
見
の
詳
細
を
記
載
す
る
場

合
に
は
、
別
紙
に
記
載
し
て
届
出
書
に
添
付
す
る

こ
と
。

３
団
体
又
は
企
業
の
場
合
は
、
氏
名
の
欄
に
は
そ

の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
そ
の
団
体
又
は
企

業
を
代
表
し
て
意
見
を
陳
述
す
る
者
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
を
付
す
こ
と
。）を
、
住
所
の
欄
に
は
そ
の

団
体
又
は
企
業
の
所
在
地
を
、
職
業
の
欄
に
は
そ

の
団
体
又
は
企
業
を
代
表
し
て
意
見
を
陳
述
す
る

者
の
職
名
を
記
載
す
る
こ
と
。

旅
券
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
一
般
旅
券
の
返
納
命
令
に
関
す
る
通
知

平
成
二
十
五
年
二
月
八
日

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

次
に
掲
げ
る
者
は
、
旅
券
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
し
ま
す

の
で
、
そ
の
所
持
す
る
一
般
旅
券
を
平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日
ま
で
に
外
務
大
臣
又
は
領
事
官
に
返
納
す
る
よ
う
命

じ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
外
務
大
臣
に
対
し
異
議
申
立
て
が
で
き
ま
す
。
異
議
申
立
て
は
、
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
を
被
告
と
し
て

（
訴
訟
に
お
い
て
国
を
代
表
す
る
者
は
法
務
大
臣
と
な
り
ま
す
。）、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
取
消
し
の
訴
え
は
、
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
六
か
月
を
経
過
し
た
と
き
は
、
提
起
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
取
消
し
の
訴
え
は
、
処
分
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
通
商
産
業
省

令
第
九
十
七
号
）第
百
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

件
名
、
公
聴
会
の
期
日
及
び
場
所
並
び
に
事
案
の
要
旨
を

次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
八
日

関
東
経
済
産
業
局
長

宮
川

正

一

件
名

日
本
瓦
斯
株
式
会
社
申
請
の
一
般
ガ
ス
供
給

約
款
（
も
え
ぎ
野
地
区
）
の
変
更
の
認
可
に
係
る
公
聴

会
二

期
日

平
成
二
十
五
年
三
月
二
日

午
後
二
時
か
ら
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